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平成 25 年 4 月発行 

VOL.35 

このパンフレットは、４月１日号の市報と一緒に各戸に配布しました。市役所２階都市計画課（モ

ノレール推進担当）窓口、１階市政情報コーナーほか、市内公共施設にも置いてあります。 

多摩都市モノレール箱根ケ崎方面への延伸は、「平成２７年（2015 年）までに整備着手することが

適当である路線」とされています。（運輸政策審議会が平成１２年に行った答申第 18 号による。） 

東京都では、この計画に基づき、多摩都市モノレールの延伸について検討していくこととしています。 

モノレール延伸には、いろいろ課題もありますが、現在、市では、多摩都市モノレール沿線にふさわ

しいまちづくりを推進しています。 

たとえば・・・モノレールの沿線にふさわしいまちづくり（新青梅街道沿道のまちづくり）、モノレー

ルの駅の周辺にふさわしい基盤整備（都市核地区土地区画整理事業）、モノレール利用者の需要創出にも

つながる地域経済の活性化（企業の立地の促進）を推進しています。 

さらに、延伸の実現に向けた資金の準備として、平成 23 年度から「多摩都市モノレール基金」を積

み立てています。 

 

１ 国における多摩都市モノレールの位置付け 

２ 延伸に関する東京都の考え方 

３ 延伸に向けた主な課題 

４ 延伸に向けた市の取組について 

 が、わかりやすく説明してあります。 
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武蔵村山市役所北玄関 

３月末に、武蔵村山市役所北玄関横に、ソーラー電波時計付の多摩都市モノレール誘致ＰＲ看板を設

置しました。モノレールの箱根ケ崎方面への延伸を強く願う気持ちを明るく楽しいデザインで表現しま

した。 

モノレール誘致ＰＲ看板は、このほかにも、新青梅街道の沿道に６箇所あります。モノレールの早期

延伸には、市民等の皆さまのご理解・ご協力が不可欠です。まずは、看板を見つけてモノレールの誘致

に関心を持ってください。 

 

新青梅街道 


